
文集『さんき』のお礼 

皆さまのご協力により、多くの方に原稿を 

提出頂いているところです。３月に出来上がりました

ら皆様にお配りします。ありがとうございました。 

 

ありがとうございました 
✿ファミリー学習会…松山悦子様 

✿動作法訓練会…森芳輝様 

✿音楽療法…外村有佳子様 

✿健康診断…田中恭子様 

 

退職にあたって 

令和６年３月末で施設長を退任する事になりま

した。三気の会に入職し３１年間、子どもたち、

保護者の皆様には大変お世話お世話になりまし

た。４月から相談支援さんきでお世話 

になります。   田之上あかね 
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三気の家の理念及び療育方針 

・設立理念：「社会の中で生きがいを持ち、豊かな人生を送れるように、ひとりの人として生きる力をつける」を 

設立理念とし「のんき・こんき・げんき」をスローガンに療育を行っています。 

・療育方針：食事、排泄、衣服の着脱、挨拶などの基本的生活習慣を確立させます。 

・コミュニケーション能力を養うため、歩く、座る、見る、真似る、指示に合わせる、言葉の指導などを行います。 

持続力、適応力、体力をつけるために、リズム体操、集会、戸外活動、製作活動などをおこないます。 

 

 

      

『節分』 

2月 1日(木)「節分」の行事を行いました。最初は節分の紙芝居からスタートです。拍子木を使った 

抑揚のある演出で、こども達はどんどんお話に引き込まれ聞き入っていました。 

まず２チームに分かれ、ボールやお手玉を使って鬼のお腹の中へ、エイッと投げる練習を行いました。

入っているボールの数を競争しました💪さすが三気の子ども達！負けて泣く事はありませんでした。 

鬼が来た時の準備は整い、いよいよ鬼の登場‼こども達はドキドキしている様子でしたが、鬼に豆を 

投げることが出来ました。鬼もこれは参った！と降参してこども達と仲直り。一緒に鬼のパンツを楽しく

踊って記念撮影をして帰って行きました。優しくなった鬼さんはこっそりこども達の手作りの豆入れに

お菓子を入れてくれていました。今年もとても賑やかに楽しく過ごすことが出来ました。 

また来年も優しい鬼さんが来てくれるといいですね(^^♪ 

K 里君…学習課題の内容が増えました。指差し、ボタン、要求の動作がとっても上手になりました。 

Y田君…平仮名が書けるようになりました。お母さんとの外歩き頑張りました。 

T 田隈さん…日記が上手に書けるようになりました。おうちでの学習も頑張りました。 

I﨑君…苦手な物があっても、給食を時間内に食べ終わることが出来るようになりました。 

I谷君…平仮名を覚え自習課題に取り組めるようになり、言葉でのやり取りも増えました。 

T さん…模倣が上手になり、人に伝える力がついてきました。 

M田君…パズルや線結び、シール貼りと自習課題に集中して丁寧に取り組む姿、素敵です。 

K 田君…リボン結びが上手に出来るようになりました。動作法はお家でも頑張りました。 

N嶋君…おうちでも学習に取り組み、書ける平仮名も増えました。 

T 尻君…模倣が上手になりました。絵描き歌も上手に描けるようになりました。 

 
『1 年の前進！躍進！！』 

地域療育等支援事業のお知らせ 

◆ハッピークラブ  ～3月 6日（水）  

◆ラッキークラブ① ～3月 13日（水） 

◆ラッキークラブ② ～3月 19日（火） 

◆ラッキークラブ③ ～3月 27日（水） 

※新型コロナやインフルエンザ感染症の拡大 

状況次第で実施内容の変更や中止も考えられます。 

※開始時間は全て午後 4時からとなっています。欠

席や遅刻の場合は必ずご連絡下さい。 

『アンケート報告』 

児童発達ガイドラインに基づく評価を実施し、結果がまとまりましたのでご報告します。保護者の皆様からの 

貴重なご意見やご要望を沢山頂きました。アンケートにご協力頂きました皆様には心より感謝申し上げます。 

これらを参考とし、今後の園の運営に活かしていきたいと思います。 

１．環境・体制整備～環境整備、職員配置、専門性について適切であるという回答がほとんどでした。 

  園の外周に敷いてある砂利道はベビーカーの方にとって大変そう、トイレの空間が少し寒い、新人のスタッフ

が増え、少し不安もある等のご意見がありました。 

２．適切な支援の提供～児童発達支援計画に沿った支援や活動プログラムがなされているかについて、適切である

という回答がほとんどでした。認定こども園との交流があり、良い時間を過ごせている、個別支援計画を作っ

て下さり、有難く思う等のご意見がありました。 

３．保護者の説明～運営規定、利用者負担、児童発達支援計画の説明等、適切に行われているという回答がほとん

どでした。毎月の親子通園がしっかり行われている、連絡帳や送迎時、スタッフと情報共有が出来ている、 

毎月の面談で本人の困り感だけではなく成長を伝えて頂き、次の手立てを示して下さるので有難い、日頃か

らちょっとした事でも気づいて下さり、どうしたらいのか解決の為に一緒に考えてくれる。情報共有が出来

ているかどちらとも言えない等のご意見もありました。 

４．非常時等の対応～適切に避難訓練等に行われているという回答がほとんどでした。園の感染症情報が玄関にも

掲示されるようになって分かり易くなった。震災など起きた時、園にいる時間帯だったら対応等にふと心配に

なります等のご意見がありました。 

５．満足度～「あー楽しかった」というようになりました。送迎の際、泣くこともありましたが、園で作り上げた

作品集など一緒に見て笑顔の様子を見ると、楽しく過ごせているのだと感じます。4 年間 1 度も行きたくな

いという事が無く、先生もお友達も皆の事が大好きで、本当に楽しく通いました。沢山相談に乗ってもらい、

子どもに寄り添って貰いとても満足している等のご意見がありました。 

アンケートへのご協力ありがとうございました。 
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